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平成１９年度～２１年度の

提案授業における教材開発と活用



【参考資料１：平成１９年度検証改善委員会提案授業における教材開発と活用】

「１年・凸レンズと実像」 （平凸レンズと拡散光型の光源装置との組合せ教材）
教材開発の理由・・凸レンズによって実像ができることは現象面として知ってはいても，

実像ができるしくみをよく理解していない生徒が多いと考えたから。

拡散光型の光源装置平凸レンズ

①ワークシート上にレンズや光源装置を設置

②光源から拡散した光が凸レンズの後方で集束

することを確認（光の集束によって実像ができ

ることを推測させる）

③櫛のスリットを使い光線の進み方を確認

（光の屈折により１点に光が集束することを

理解させる→｢光線の作図｣に発展させる）

④２色の光源を同時に使い実像の大きさを確認

（光の集束した点の間隔およびレンズからの距離

を観察させ，像の大きさや位置との関係を推測さ

せる）

⑤光源をレンズの焦点距離内に置くと光が

集束しなくなることを確認

（実像ができない条件を推測させる）

豆電球



① 空気中の水蒸気の存在を実感させるために，ビニール袋に集めた空気をシリカゲ

ルチューブに通し，その前後の質量を計測させる。

空気の流れ

デジタル湿度計

シリカゲルチューブ

アクリルパイプ(ビニールホースで

も可)の両端にガーゼを取り付ける

シリカゲル約２０ｇ

② 通常の室内の空気（湿度約６０％以上）およびシリカゲルチューブを通して乾燥さ

せた空気（湿度約５０％程度）を入れた各ビニール袋に金属容器を乗せ，氷水を一

定量ずつ加え，水温とビニール袋内側の変化を観察させる。

１回につき（ ）

を約１０mlずつ入れ，

よくかき混ぜて水温を

１０秒後に金属容器

を持ち上げ，容器が

ふれていた袋の内側

を観察する。

※袋の外側がぬれて

いるときは，タオル

ですばやくふいてか

＜実験方法＞

理科室の空気

ビニール袋

注意①

袋の内側に変化が見

られたら，さらに計

測を４回行い，変化

がないか観察する。

注意②

計 測５ 回行う ごと

に，金属容器の中の

水を半分ほど捨てて

から実験を続ける。

デジタル

温度計

最初にくみおき

の水を50ml 入

○

実験のようす

実験結果

（ワークシート）

実験方法

【参考資料２：平成２０年度検証改善委員会提案授業における教材開発と活用】

「２年・空気中の水蒸気の変化」 （シリカゲルチューブ，露点測定装置，棒グラフ型伸縮容器）
教材開発の理由・・空気中の水蒸気の存在を実感させたい。湿度による露点の違いを実際

に観察させ，その理由を飽和水蒸気量のグラフから理解させたい。

実験結果

（ワークシート）



＜教材の活用方法＞
①気温と飽和水蒸気量のグラフを拡大コピーし，その前でグラフに合わせて棒グラフ型伸縮容

器の長さを変えてみせる。（飽和水蒸気量が気温により変化することを確認）

②気温３０℃において，任意の量の水蒸気を容器に入れる。そのときの大まかな湿度を確認す

る。（図の例では約６０％）

③何℃で容器が水蒸気の粒子でいっぱいになるか（飽和＝湿度１００％）を考えさせ，そのと

きの温度が露点であることを確認。

④さらに１５℃まで気温を下げると，容器に入っていた水蒸気の粒子が容器からあふれること

を見せ，それが水滴になることを推察させる。また，何ｇ水滴が発生するかを考えさせる。

飽和水蒸気量が変化する

ことで，水蒸気の割合（湿

度）が変化したり，あふれ

出したり（凝結）すること

を理解させる。

また，露点や発生する水

滴の量を考えさせる。

２枚の薄いプラ版

で作製した棒グラ

フ型伸縮容器

飽
和
水
蒸
気
量
［
ｇ
／
㎥
］

長さが可変できる

棒グラフ型伸縮容器

（半透明）

水蒸気にみたてた

粒子モデル（発泡

スチロール球）？

気温を下げる

飽和水蒸気と実際の水蒸気量の

関係をグラフに記録

（ワークシート）

③ 飽和水蒸気量のグラフを読み取りを支援する「棒グラフ型伸縮容器と水蒸気モデル」

教材を活用し，飽和水蒸気量と湿度や露点との関係を理解させる。



スポンジ

＜発問＞

スポンジに質量が２倍違うレンガＡ，Ｂ

（底面積は同じ）を乗せるとへこみは？

＜予想＞

Ａの方が押す力が大きいのでへこみが

大きくなる。

＜結果＞

予想通りＡのへこみが大きくなる。

演示実験

＜生徒の思考＞

・なぜ，重さが違うのにへこみの大きさは同じなのだろう？

・スポンジのへこみ方は，力の大きさだけでは決まらないのでは？

・ＡとＣでは底面積が違う。面積が変わると力のはたらき方が変わるのだろうか？

Ａ

2.6kg Ｂ
1.3kg

スポンジ

＜発問＞

Ｂと同じ質量で底面積は半分のレンガＣを乗

せるとへこみはどうなるか？

＜予想＞

・やはりＡの方が力が大きいので深くへこむ

・Ｃは細いのでＡより深くへこむ

＜結果＞

へこみは同じになる。

Ａ

2.6kg

Ｃ
1.3

kg

＜課題１＞

面積を変えるとスポンジのへこみが変わることを確かめよう。

＜調べる方法＞

スポンジの個数を変えることで，レンガと触れる面積を変化させてへこみ測定する。

（スポンジを複数使うのは，力が分散するという発想を引き出すため）

＜結果＞

スポンジのへこみを比べると

１個の場合 ＞ ２個の場合 ＞ ４個の場合

→ 数が多い（面積が増える）とへこみは小さくなる。

（写真）へこみの測定

Ａのレンガを縦半分に

切ったもの

Ａのレンガを横半分に

切ったもの

生徒の思考の

揺さぶり

【参考資料３：平成２１年度確かな学力研修委員会提案授業における教材開発と活用】

「１年・力と圧力」 （複数のスポンジを使い力の分散を考えさせる実験，

複数の押し引きはかりを使った分散力測定装置 ）
教材開発の理由・・生徒は圧力を公式の上だけでとらえてしまいがちなので，圧力の量的

なイメージ（力が分散するという概念）を理解させたい 。



＜課題２＞

課題１の実験で，それぞれのスポンジをへこませた力を数値であらわそう。

＜生徒の思考（考察）＞

・スポンジが多くなると押す力はそれぞれのスポンジに分散されるのではないか。

・押す力をスポンジの数で割れば，１個あたりのへこませる力が求められる。

スポンジ４個の場合は ２Ｎ÷４＝０．５Ｎの力が１つのスポンジにはたらいている。

・個数あたりでなく，同じ面積あたりにはたらく力を求めてもよいのではないか。

（人口密度のように・・・重さ密度といえるのでは？）

＜考察の検証＞

押す面（個数）が増えると力は均等に分散することを検証するために，

押し引きばねはかりを使った分散力測定装置を使って確かめる。

レンガ

押し引きばねはかりを

４～１０本配置する

試験管立て

（ばねはかり台）

（写真）分散力測定装置

シリンダー

（10ml程度の小型注射器）

押しばね

（１Ｎで1cm程度縮む

規格のばねを使用する）

分散力測定装置

の自作例


